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は
じ
め
に

　

二
重
𤭯
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
集
成
と
分
析
を
行
っ
た（
１
）。

今
回
は
、
そ

こ
で
の
遺
漏
分
と
そ
の
後
の
発
掘
調
査
に
よ
る
資
料
の
蓄
積
を
含
め
て
、

再
度
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

第
１
章　

二
重
𤭯
の
概
観

　

二
重
𤭯
は
、
前
回
の
集
成
に
お
い
て
、
60
例
を
数
え
た
（
光
江

二
重
𤭯
に
つ
い
て
（
補
遺
）

─
分
布
と
そ
の
背
景
─

光
江
　
章

２
０
１
４
）。今
回
は
、遺
漏
や
新
た
な
資
料
を
加
え
て
、75
例
と
な
っ
た
。

（
１
）　

出
土
地

　

こ
れ
ま
で
は
、
東
北
地
方
南
部
の
宮
城
県
か
ら
九
州
地
方
北
部
の
長
崎

県
ま
で
の
分
布
が
認
め
ら
れ
た
が
、
新
た
に
熊
本
県
熊
本
市
上
高
橋
高
田

遺
跡
例［
第
４
図
75
］が
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
、分
布
域
が
僅
か
に
広
が
っ

た
。

　

出
土
地
は
、
畿
内
中
心
（
30
例
、
40.0
％
）
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
。
ま
た
、
西
日
本
51
例
、（
68.9
％
）、
東
日
本
23
例
、（
31.1
％
）
と
、
東

日
本
か
ら
の　

出
土
は
少
な
い
（
宮
城
３
例
・
福
島
１
例
・
栃
木
６
例
・

群
馬
４
例
・
埼
玉
３
例
・
千
葉
１
例
・
静
岡
１
例
・
長
野
４
例
）
で
あ
る
。
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第１図　二重𤭯の分布（２）光江2014：第４図を改変
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［1］：香取市大倉丁子　［2・61・62］：南小泉遺跡
［3］：北山田遺跡　［4・5］：塚山南古墳
［6・7・8・9］：権現山遺跡
［10・11］：荒砥北三本堂Ⅱ遺跡　［12］：黒井峯遺跡
［13・14］：金鎧山古墳　［15］：森 2号墳
［16］：鳥羽山洞窟　［17］：山ノ花遺跡
［18・67］：丸山塚古墳　［19］：西大門遺跡
［20］：茶臼山 4号墳　［21・22］：神前山 1号墳
［23］：大叶越遺跡　［24・25］：森脇遺跡
［26］：平城京跡　［27］：三輪山麓
［28］：南郷遺跡群多田遺跡　［29］：岩清水スゲ谷古墳
［30］：飛鳥寺下層　［31］：寺口忍海古墳群H-24 号墳
［51］：太田黒田遺跡　［52］：黒福古墳群 2号墳
［53・54］：榊山古墳　［55］：長瀬高浜遺跡
［56］：出雲国府跡　［57］：乙植木古墳群 2号墳
［58］：福岡市梅林　［59］：貝口寺浦崎遺跡
［63］：金井東裏遺跡　［64・65・66］：奥の山古墳
［68］：石薬師東 71号墳　［69］：井ノ内稲荷塚古墳
［70］：雲宮遺跡　［71］：南条 3号墳
［72］：布留遺跡　［73］：新堂遺跡
［74］：東野 10号墳　［75］：上高橋高田遺跡

［1］：香取市大倉丁子　［2・61・62］：南小泉遺跡
［3］：北山田遺跡　［4・5］：塚山南古墳
［6・7・8・9］：権現山遺跡
［10・11］：荒砥北三本堂Ⅱ遺跡　［12］：黒井峯遺跡
［13・14］：金鎧山古墳　［15］：森 2号墳
［16］：鳥羽山洞窟　［17］：山ノ花遺跡
［18・67］：丸山塚古墳　［19］：西大門遺跡
［20］：茶臼山 4号墳　［21・22］：神前山 1号墳
［23］：大叶越遺跡　［24・25］：森脇遺跡
［26］：平城京跡　［27］：三輪山麓
［28］：南郷遺跡群多田遺跡　［29］：岩清水スゲ谷古墳
［30］：飛鳥寺下層　［31］：寺口忍海古墳群H-24 号墳
［51］：太田黒田遺跡　［52］：黒福古墳群 2号墳
［53・54］：榊山古墳　［55］：長瀬高浜遺跡
［56］：出雲国府跡　［57］：乙植木古墳群 2号墳
［58］：福岡市梅林　［59］：貝口寺浦崎遺跡
［63］：金井東裏遺跡　［64・65・66］：奥の山古墳
［68］：石薬師東 71号墳　［69］：井ノ内稲荷塚古墳
［70］：雲宮遺跡　［71］：南条 3号墳
［72］：布留遺跡　［73］：新堂遺跡
［74］：東野 10号墳　［75］：上高橋高田遺跡
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第２図　二重𤭯の分布（３）：大阪

［32］［32］

［32］：嶋上郡衙周辺遺跡　［33］：長原遺跡
［34］：福田遺跡　［35］：陶邑窯址群陶器山地区　［36・37］：小阪遺跡
［38・39］：伏尾遺跡　［40・41］：野々井遺跡
［42・43・44・45・46］：野々井西遺跡　［47・48］：陶邑窯址群高蔵寺地区
［49］：堺市浜寺　［50］：濁り池窯址
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［38・39］：伏尾遺跡　［40・41］：野々井遺跡
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出
土
遺
跡
（
遺
構
）
で
は
、
古
墳
24
例
（
32.4
％
）、
窯
址
11
例
（
14.9
％
）、

集
落
址
16
例
（
21.6
％
）、
溝
４
例
（
5.4
％
）、
祭
祀
遺
構
３
例
（
4.1
％
）、

包
含
層
４
例
（
4.0
％
）、
そ
の
他
12
例
（
16.2
％
）
で
あ
る
。

（
２
）　

時
期

　

時
期
は
、
古
式
と
し
た
Ａ
群
が
５
世
紀
前
半
（
Ｔ
Ｋ
208
型
式
期
以
前
）、

新
式
と
し
た
Ｂ
群
が
６
世
紀
代
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

（
３
）　

型
式
分
類
（
第
３
図
）

体
部
：
透
孔
の
配
置
に
よ
り
、
以
下
の
３
つ
に
分
類
し
た
。

Ⅰ
類
─�

体
部
中
央
の
文
様
帯
な
ど
に
よ
り
、
透
孔
が
上
下
に
二
分
さ
れ

る
も
の

Ⅱ
類
─�

透
孔
が
二
分
さ
れ
な
い
で
、
体
部
上
半
か
ら
下
半
に
か
け
て
連

続
し
て
穿
た
れ
て
い
る
か
、
も
し
く
は
不
規
則
に
配
さ
れ
て
い

る
も
の

Ⅲ
類
─�

透
孔
を
も
た
な
い
も
の

口
縁
部
：
複
合
口
縁
と
単
純
口
縁
に
二
つ
に
分
類
し
た
。

１
類
─
複
合
口
縁

２
類
─
単
純
口
縁

　

１
類
は
27
例
（
36.0
％
）、
２
類
は
２
例
（
2.7
％
：［
１　

丁
子
遺
跡
（
仮
）：

千
葉
］・［
19　

西
大
門
遺
跡
：
愛
知
］
で
あ
る
。
口
縁
部
は
、
単
純
口
縁

が
２
例
の
み
で
あ
り
、
複
合
口
縁
が
通
有
で
あ
る
と
思
わ
れ
る（

２
）。

底　

部
：
丸
底
と
平
底
の
二
つ
に
分
類
し
た
。

　

丸
底
は
16
例
（
21.3
％
）、
平
底
は
17
例
（
22.7
％
）
で
あ
る
。
底
部
の
形

態
が
不
明
で
あ
る
も
の
が
多
い
。

（
４
）　

成
形

　

成
形
は
、［
10　

荒
砥
北
三
木
堂
Ⅱ
遺
跡
：
群
馬
］・［
15　

森
２
号
墳
：

長野
］・［
16　

鳥
羽
山
洞
窟
：
長
野
］・［
26　

平
城
宮
跡
：
奈
良
］・［
27　

三
輪
山

麓
：
奈
良
］
の
よ
う
に
、
外
側
の
体
部
に
内
側
の
体
部
を
接
合
し
て
い
る
。

［
72　

布
留
遺
跡
：
奈
良
］は
、体
部
の
外
側
に
ヘ
ラ
き
ず
が
残
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、「
外
側
の
体
部
に
透
し
を
開
け
た
と
き
に
付
い
た
」
と

し
て
お
り
、
二
重
𤭯
の
製
作
工
程
を
窺
わ
せ
る
一
例
で
あ
る（
３
）。

（
５
）　

ま
と
め

　

二
重
𤭯
は
、
今
回
の
資
料
を
含
め
て
、
75
例
を
数
え
る
。
分
布
は
、
東

北
鈴
付
土
器
は
、
関
東
地
方
南
部
（
宮
城
）
か
ら
九
州
地
方
南
部
（
熊
本
）

で
あ
り
、
鈴
付
土
器
の
分
布
と
重
さ
な
っ
て
い
る
こ
と
を
追
認
で
き
た（
４
）。
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第
２
章　

二
重
𤭯
の
内
容

　

今
回
新
た
に
報
告
す
る
二
重
𤭯
は
、
次
の
15
例
で
あ
る
。

［
61
］
南
小
泉
遺
跡
第
67
次
調
査
：
宮
城
県
仙
台
市　

Ⅳ
区
SI
19 

１
層　

（
E-
001
）
出
土
（
水
上
２
０
１
４
）。
第
30
次
調
査
で
出
土
し
た
［
２
］

と
同
様
に
、
竪
穴
住
居
址
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
体
部
上
半
の
破
片
で
、

透
孔
の
上
に
凹
線
が
施
さ
れ
る
が
、
全
体
の
形
状
は
不
明
で
あ
る
。

［
62
］
南
小
泉
遺
跡
第
67
次
調
査
：
宮
城
県
仙
台
市　

Ⅳ
区

14
SD

 

１
・
２

層
（
E-
003
）
出
土
。
体
部
の
破
片
で
、
透
孔
の
上
に
凹
線
が
施
さ
れ
る
が
、

全
体
の
形
状
は
不
明
で
あ
る
。

　

南
小
泉
遺
跡
で
は
、
こ
れ
ま
で
二
重
𤭯
１
点
［
２
：
第
30
次
調
査

14
SI

］

の
出
土
が
知
ら
れ
て
い
た
。

［
63
］
金
井
東
裏
遺
跡
：
群
馬
県
渋
川
市　

調
査
区
の
４
区
北
西
隅
に
位

置
す
る
完
形
の
土
器
が
集
積
さ
れ
た
状
態
で
検
出
さ
れ
た
３
号
祭
祀
遺
構

か
ら
出
土
し
て
い
る（
杉
山
他
２
０
１
９
）。体
部
上
半
に
文
様
帯
が
あ
る
。

上
と
下
の
透
孔
の
間
に
は
、
沈
線
や
文
様
帯
等
は
認
め
ら
れ
な
い
。

［
64
］
奥
の
山
古
墳
：
埼
玉
県
行
田
市　

全
長
66.4
ⅿ
の
前
方
後
円
墳
で
、

盾
形
の
周
溝
を
も
つ
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。Ⅰ
区
造
出
し
出
土
。時
期
は
、

６
世
紀
中
頃
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
（
佐
藤
２
０
１
４
）。
二
重
𤭯
は
、

【体　部】

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

【口縁部】 【底　部】

１類
複合口縁

２類
単純口縁 丸　底 平　底

第３図　二重𤭯の型式分類
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体
部
片
で
あ
る
。
器
高
（
残
存
）
6.9
㎝
・
径
12.4
㎝
を
測
る
。
３
条
の
凸
線

直
下
に
櫛
歯
刺
突
文
を
施
す（
５
）。

［
65
］
奥
の
山
古
墳
：
埼
玉
県
行
田
市　

内
湾
す
る
小
破
片
。
側
面
１
箇

所
に
透
孔
を
も
つ
。
櫛
歯
刺
突
文
も
僅
か
に
認
め
ら
れ
る
。

［
66
］
奥
の
山
古
墳
：
埼
玉
県
行
田
市　

内
湾
す
る
小
破
片
。
２
方
向
に

透
孔
を
も
つ
。
透
孔
間
の
角
度
が
71°
で
あ
る
こ
と
か
ら
５
単
位
の
透
孔
が

想
定
さ
れ
て
い
る
。

［
67
］
丸
山
塚
古
墳
：
福
井
県
若
狭
町
（
旧
上
中
町
）　

径
50
ⅿ
の
円
墳
で
、

埋
葬
施
設
は
、
畿
内
系
の
横
穴
式
石
室
で
あ
る
。
遺
物
は
、
石
室
内
か
ら

の
出
土
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
１
点
［
18
］
の
出
土
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、

新
た
に
報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
体
部
の
外
面
中
央
に
刺
突
文
が
施
さ

れ
、
そ
の
上
下
に
透
孔
が
巡
る
。
内
側
の
体
部
は
不
明
で
あ
る
。
時
期
は
、

陶
邑
田
辺
編
年
の

10
TK

～

43
TK

型
式
期
と
さ
れ
て
い
る
（
橋
本

２
０
０
４
）。

［
68
］
石
薬
師
東
古
墳
群
71
号
墳
：
三
重
県
鈴
鹿
市　

径
23
ⅿ
の
円
墳
で
、

南
周
溝
か
ら
出
土
し
て
い
る
（
服
部
２
０
０
０
）。
長
方
形
の
透
孔
が
、

千
鳥
状
に
穿
た
れ
て
い
る
。
時
期
は
、
陶
邑
田
辺
編
年
の

15
MT

型
式
期
と

さ
れ
て
い
る
。
乙
植
木
２
号
墳
［
57
：
福
岡
］、
嶋
上
郡
衙
周
辺
遺
跡

［
32
：
大
阪
］、
貝
口
寺
浦
崎
遺
跡
［
59
：
長
崎
］
の
よ
う
に
、
装
飾
器

台
と
も
考
え
ら
れ
る
。
石
薬
師
東
71
号
墳
周
辺
で
は
、
筒
形
器
台
が
多
数

出
土
し
て
お
り
、
本
例
が
筒
形
器
台
の
一
部
と
な
る
可
能
性
も
あ
る（
６
）（
第

５
図
参
照
）。

［
69
］
井
ノ
内
稲
荷
塚
古
墳
：
京
都
府
長
岡
京
市　

全
長
約
46
ⅿ
・
後
円

部
径
29.5
ⅿ
・
高
さ
４
ⅿ
、
前
方
部
長
さ
16.5
ⅿ
・
幅
29.5
ⅿ
・
高
さ
3.5
ⅿ
の
規

模
を
も
つ
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。埋
葬
施
設
は
、後
円
部
で
横
穴
式
石
室
、

前
方
部
で
木
棺
直
葬
が
認
め
ら
れ
る
。時
期
は
、６
世
紀
前
半
で
あ
る（
大

阪
大
１
９
９
６
）。
二
重
𤭯
は
、
横
穴
式
石
室
か
ら
の
出
土
と
思
わ
れ
る
。

［
70
］
雲
宮
遺
跡
：
京
都
府
長
岡
京
市　

214
SD

か
ら
出
土
し
て
い
る
（
山

本
１
９
９
９
）。
中
央
に
あ
る
１
条
の
凹
線
と
文
様
帯
に
よ
り
、
透
孔
が

上
下
に
二
分
さ
れ
て
お
り
、
体
部
Ⅰ
類
に
分
類
で
き
る
。

［
71
］
南
条
３
号
墳
：
京
都
府
向
日
市　

７
基
か
ら
な
る
南
条
古
墳
群
の

３
号
墳
（
円
墳
：
直
径
23.5
ⅿ
）
か
ら
出
土
し
て
い
る
（
都
出

１
９
８
３
）。
遺
物
は
、
墳
頂
部
の
盗
掘
壙
付
近
で
採
集
さ
れ
た
も
の
で
、

中
央
の
２
条
の
突
帯
に
よ
り
透
孔
が
上
下
に
二
分
さ
れ
て
お
り
、
体
部
Ⅰ

類
に
分
類
で
き
る
。『
向
日
市
史
』
で
は
、
器
台
脚
部
と
し
て
い
る
。
径

22.0
㎝
は
、
陶
邑
・
高
蔵
232
号
窯
［
33
］
の
径
21.8
㎝
を
上
回
る
。「
器
台
あ

る
い
は
壺
形
土
器
の
脚
台
の
胴
部（
７
）
」、
も
し
く
は
「
筒
形
器
台
の
裾
部
」

と
の
見
解
も
あ
る（
８
）が

、
こ
こ
で
は
二
重
𤭯
と
し
て
提
示
し
て
お
く
。

［
72
］
布
留
遺
跡
：
奈
良
県
天
理
市　

天
理
教
神
殿
東
・
西
礼
拝
場
地
区

の
西
地
区
第
３
層
（

20i3
FL

区
）
の
出
土
で
あ
る
。
形
態
は
、
体
部
の
外
側
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65
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66
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72

70
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71

74 75
cm

第４図　二重𤭯実測図（４）
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第
１
表
　
二
重
𤭯
出
土
地
一
覧
（
２
）

№
挿

図
番

号
県

名
市

町
村

名
遺

跡
名

種
別

検
出

遺
構

体
　

部
口

縁
部

底
　

部
文

献

61
第

４
図

-6
1

宮
城

県
仙

台
市

若
林

区
南

小
泉

南
小

泉
遺

跡
　（

67
次

調
査

）
集

落
Ⅳ

区
　

SI
19

─
─

─
仙

台
市

教
委

20
14

62
第

４
図

-6
2

宮
城

県
仙

台
市

若
林

区
南

小
泉

南
小

泉
遺

跡
　（

67
次

調
査

）
集

落
Ⅳ

区
　

SD
14

─
─

─
仙

台
市

教
委

20
14

63
第

４
図

-6
3

群
馬

県
渋

川
市

金
井

東
裏

遺
跡

祭
祀

遺
構

４
区

　
土

器
集

積
遺

構
Ⅰ

１
丸

群
馬

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

事
業

団
20

19

64
第

４
図

-6
4

埼
玉

県
行

田
市

埼
玉

古
墳

群
奥

の
山

古
墳

古
墳

造
り

出
し

Ⅰ
─

丸
？

さ
い

た
ま

史
跡

の
博

物
館

20
14

65
第

４
図

-6
5

埼
玉

県
行

田
市

埼
玉

古
墳

群
奥

の
山

古
墳

古
墳

造
り

出
し

─
─

─
さ

い
た

ま
史

跡
の

博
物

館
20

14
66

第
４

図
-6

6
埼

玉
県

行
田

市
埼

玉
古

墳
群

奥
の

山
古

墳
古

墳
造

り
出

し
─

─
─

さ
い

た
ま

史
跡

の
博

物
館

20
14

67
第

４
図

-6
7

福
井

県
三

方
上

中
郡

若
狭

町
丸

山
塚

古
墳

古
墳

横
穴

式
石

室
Ⅱ

─
─

上
中

町
教

育
委

員
会

20
04

68
第

４
図

-6
8

三
重

県
鈴

鹿
市

石
薬

師
東

古
墳

群
古

墳
71

号
墳

南
周

溝
Ⅰ

─
─

三
重

県
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

20
00

69
第

４
図

-6
9

京
都

府
長

岡
京

市
井

ノ
内

稲
荷

塚
古

墳
古

墳
　

Ⅲ
１

丸
長

岡
京

市
教

育
委

員
会

20
02

70
第

４
図

-7
0

京
都

府
長

岡
京

市
雲

宮
遺

跡
溝

SD
21

4
Ⅰ

─
平

（
財

）
長

岡
京

市
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

19
99

71
第

４
図

-7
1

京
都

府
向

日
市

南
条

古
墳

群
古

墳
３

号
墳

─
─

─
都

出
比

呂
志

19
83

72
第

４
図

-7
2

奈
良

県
天

理
市

布
留

遺
跡

包
含

層
西

地
区

第
３

層
─

１
平

埋
蔵

文
化

財
天

理
教

調
査

団
19

95
73

第
４

図
-7

3
奈

良
県

橿
原

市
新

堂
遺

跡
？

　
？

？
？

橿
原

市
教

育
委

員
会

20
14

74
第

４
図

-7
4

愛
媛

県
松

山
市

東
野

古
墳

群
古

墳
10

号
墳

─
１

─
愛

媛
県

教
育

委
員

会
19

79
75

第
４

図
-7

5
熊

本
県

熊
本

市
上

高
橋

高
田

遺
跡

集
落

　
─

１
平

？
熊

本
県

立
装

飾
古

墳
館

19
94
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の
器
壁
が
な
い
。
権
現
山
遺
跡
［
７
：
栃
木
］
も
本
例
と
同
様
内
側
の
体

部
の
み
で
あ
る
（
第
５
図
参
照
）。
全
て
欠
失
し
て
お
り
、
全
体
の
器
形

は
不
明
で
あ
る
。
太
田
黒
田
遺
跡
［
51
：
和
歌
山
］
は
、
頸
部
に
櫛
描
波

状
文
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
本
例
は
認
め
ら
れ
共
伴
し
て
い
る
遺
物
に
、

脚
部
に
10
個
の
透
孔
を
も
つ
高
坏
や
火
焔
形
の
透
孔
を
持
つ
高
坏
が
出
土

し
て
い
る
。

［
73
］
新
堂
遺
跡
：
奈
良
県
橿
原
市　

二
又
・
釜
焼
地
区
川
跡
出
土　

現

在
整
理
作
業
中
の
た
め
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る（
９
）。

［
74
］
東
野
10
号
墳
：
愛
媛
県
松
山
市　

直
径
19
～
23
ⅿ
と
思
わ
れ
る
円

墳
の
周
溝
か
ら
の
出
土
し
て
い
る
。
口
縁
部
か
ら
体
部
上
半
に
か
け
て
の

破
片
で
あ
る
。
残
存
高
12.3
㎝
、
口
径
12.5
㎝
、
体
部
径
13.8
㎝
を
測
る
。
形
態

は
、
や
や
長
い
直
立
気
味
の
頸
部
か
ら
、
外
反
し
て
開
く
口
縁
部
へ
と
続

く
。
口
縁
端
部
は
や
や
尖
り
気
味
で
あ
る
が
、
丸
く
収
ま
る
。
口
縁
部
に

は
、
５
本
１
条
の
櫛
描
波
状
文
、
頸
部
に
は
全
面
に
カ
キ
目
後
櫛
描
波
状

が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
単
位
は
不
明
で
あ
る
。
体
部
に
は
、
長
方
形
の

透
か
し
と
円
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
（
阪
本
１
９
７
９
）。
器
形
は
忍
海
寺

口
古
墳
群
［
31
：
奈
良
］
出
土
資
料
（
新
庄
町
１
９
８
８
）、
口
縁
部
は

屈
曲
が
少
な
い
点
が
三
島
神
社
古
墳
出
土
資
料
に
近
い
（
森
ほ
か

１
９
７
２
：
第
５
図
参
照
）。
時
期
は
、
こ
の
三
島
神
社
古
墳
の
須
恵
器

𤭯
を
参
考
に
す
れ
ば
、
15
MT

～

10
TK

型
式
に
比
定
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

［
75
］
上
高
橋
高
田
遺
跡
：
熊
本
県
熊
本
市　

団
地
建
設
に
伴
う
調
査
で
、

縄
文
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
前
期
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
（
前
田

１
９
９
２
）。
形
態
は
、
太
田
黒
田
遺
跡
［
51
：
和
歌
山
］、
権
現
山
遺
跡

［
７
：
栃
木
］
に
似
る
（
第
５
図
参
照
）。
外
側
の
体
部
は
失
わ
れ
て
お
り
、

形
状
は
不
明
で
あ
る
。

第
３
章　

ま
と
め

　

分
布
は
、
東
北
地
方
南
部
（
宮
城
）
か
ら
九
州
地
方
中
部
（
熊
本
）
に

か
け
て
で
、
特
に
畿
内
と
そ
の
周
辺
地
域
に
多
い
。

　

出
土
地
の
種
別
で
は
、
古
墳
は
東
日
本
で
は
８
例
（
13.5
％
）、
西
日
本

で
は
16
例
（
18.9
％
）
を
数
え
る
。
集
落
（
住
居
址
）
は
東
日
本
で
は
11
例

（
16.2
％
）、
西
日
本
で
は
４
例
（
4.1
％
）
で
あ
る
。
窯
址
は
11
例
（
14.7
％
）

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
す
べ
て
西
日
本
（
大
阪
南
部 

陶
邑
古
窯
址
群
）
で

あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
詳
細
に
見
る
と
、
古
墳
か
ら
の
出
土
は
75
例
の
う
ち
24
例

（
32.0
％
）
と
高
い
比
率
を
示
す
。
二
重
𤭯
を
副
葬
し
て
い
る
古
墳
は
、
各

地
域
の
首
長
墓
で
は
な
く
中
小
規
模
の
前
方
後
円
墳
や
円
墳
で
、
古
墳
の

規
模
や
墳
形
な
ど
で
一
定
の
規
制
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
、
首
長
に
次

ぐ
層
が
被
葬
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
各
地
の
様
相
を
見
る
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3169
34

74

10

Ａ　羽根戸古墳［福岡］

Ｂ　白鳥古墳［愛知］

７　権現山遺跡：栃木

31　寺口忍海H-24号墳：奈良

32　嶋上郡衙周辺遺跡：大阪

34　福田遺跡：大阪

51　太田黒田遺跡：和歌山

57　乙植木２号墳：福岡

59　貝口寺浦崎遺跡：長崎

68　石薬師東71号墳：三重

69　井ノ内稲荷塚古墳：京都

71　南条３号墳：京都

72　布留遺跡：奈良

74　東野10号墳：愛媛

75　上高橋高田遺跡：熊本

Ａを除く。

Ｂを除く。

０

10０

32

７

51

57

68

72

75

59

71

cm

cm

第５図　二重𤭯の類例
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第２表　二重𤭯と渡来系遺跡・遺構・遺物

二重𤭯
番　号 遺跡・遺構・遺物 遺跡名 県名

［８］ 積石塚・合掌形石室 金鎧山古墳 長野
─

土　器

軟質土器・軟質系土器 ─ ─
［16］

陶質土器
烏羽山洞窟 長野

［42］ 榊山古墳 岡山
［43］ 榊山古墳 岡山
［70］

韓式系土器
雲宮遺跡 京都

［72］ 布留遺跡 奈良
［74］ 新堂遺跡 奈良
［31］ 特殊須恵器（鈴付土器） 乙植木古墳群２号墳 福岡
［31］

特殊須恵器（平底瓶）

黒井峯遺跡 群馬
［64］ 埼玉古墳群奥の山古墳 埼玉
［65］ 埼玉古墳群奥の山古墳 埼玉
［66］ 埼玉古墳群奥の山古墳 埼玉
［31］ 寺口忍海古墳群H-13号墳 奈良
［24］

鋳造鉄斧・鋳造斧形品

岩清水スゲ谷古墳 奈良
［31］ 寺口忍海古墳群H-５号墳 奈良
［31］ 寺口忍海古墳群H-19号墳 奈良
［57］ 乙植木古墳群３号墳 福岡
［57］ サルポ（鏟） 乙植木古墳群２号墳 福岡
［57］ 鑷子 乙植木古墳群３号墳 福岡
［42］

馬形帯鈎
榊山古墳 岡山

［43］ 榊山古墳 岡山
［67］

双鳳環頭・三葉環頭
丸山塚古墳 福井

［19］ 丸山塚古墳 福井

※亀田2019を参考に作成。
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と
、
関
東
地
方
の
奥
の
山
古
墳
［
64
・
65
・
66
］
が
含
ま
れ
る
埼
玉
古
墳

群
で
は
、
５
世
紀
中
頃
に
稲
荷
山
古
墳
（
前
方
後
円
墳
：
120
ⅿ
）
が
出
現

し
、
二
子
山
古
墳
（
前
方
後
円
墳
：
132
ⅿ
）、
鉄
砲
山
古
墳
（
前
方
後
円
墳
：

107
ⅿ
）、
将
軍
山
古
墳
（
前
方
後
円
墳
：
90
ⅿ
）
と
首
長
墓
が
続
く
。
奥

の
山
古
墳
は
こ
の
首
長
墓
系
譜
と
は
異
な
り
、
こ
れ
ら
を
下
回
る
規
模
の

古
墳
で
あ
る
。
畿
内
地
方
の
井
ノ
内
稲
荷
塚
古
墳
・
南
条
３
号
墳
が
含
ま

れ
る
京
都
・
乙
訓
古
墳
群
で
は
、
４
世
紀
前
半
に
元
稲
荷
古
墳
（
前
方
後

方
墳
：
94
ｍ
）
が
向
日
グ
ル
ー
プ
南
群
に
出
現
し
、
そ
の
後
北
群
の
寺
戸

大
塚
古
墳（
前
方
後
円
墳
：
98
ⅿ
）、南
群
の
五
塚
原
古
墳（
前
方
後
円
墳
：

98
ⅿ
）、
北
群
の
妙
見
山
古
墳
（
前
方
後
円
墳
：
120
ⅿ
）、
長
法
寺
・
今
里

グ
ル
ー
プ
の
今
里
車
塚
古
墳
（
前
方
後
円
墳
：
74
ⅿ
）、
同
グ
ル
ー
プ
の

恵
解
山
古
墳
（
前
方
後
円
墳
：
120
ⅿ
）
と
首
長
墓
が
続
く
。
井
ノ
内
稲
荷

塚
古
墳
［
69
］・
南
条
３
号
墳
［
71
］
は
、
こ
の
首
長
墓
系
譜
と
は
異
な
っ

て
お
り
、
向
日
グ
ル
ー
プ
に
は
規
模
や
墳
形
に
規
制
が
加
え
ら
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
福
井
・
若
狭
地
方
で
前
方
後
円
墳
の
築
造
が

終
焉
を
迎
え
た
後
の
６
世
紀
中
頃
に
、
丸
山
塚
古
墳
（
円
墳
）［
18
・
67
］

が
築
か
れ
て
い
る
点
か
ら
も
窺
え
よ
う
。
集
落
（
住
居
址
）
15
例
は
、
東

北
地
方
か
ら
関
東
地
方
に
多
く
分
布
が
認
め
ら
れ
、
黒
井
峯
遺
跡
［
３
：

群
馬
］
や
金
井
東
裏
遺
跡
［
63
：
群
馬
］
の
よ
う
に
、
集
落
内
の
祭
祀
遺

構
か
ら
の
出
土
も
存
在
す
る
。
ま
た
、
窯
址
11
例
（
14.7
％
）
は
、
す
べ
て

大
阪
南
部
の
陶
邑
窯
跡
群
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
二
重
𤭯
を
除
く
特
殊

須
恵
器（

（1
（

は
、
陶
邑
窯
址
群
以
外
の
窯
址
か
ら
の
出
土
が
25
箇
所
40
点（

（1
（

を
数

え
、
そ
の
分
布
は
群
馬
３
・
埼
玉
１
・
静
岡
１
・
石
川
３
・
福
井
１
・
愛

知
１
・
三
重
１
・
滋
賀
１
・
大
阪
１
・
兵
庫
３
・
岡
山
３
・
福
岡
６
箇
所

と
西
日
本
で
の
出
土
が
多
い
（
60.0
％
）。

　

二
重
𤭯
は
、
朝
鮮
半
島
の
百
済
地
域
を
中
心
に
分
布
す
る
有
孔
小
壺
と

は
異
な
り
、
朝
鮮
半
島
で
認
め
ら
れ
な
い
器
種
で
あ
る（

（1
（

。
二
重
𤭯
の
Ｂ
群

（
６
世
紀
代（

（1
（

）
は
、
角
坏
と
の
共
伴
例
が
多
く
、「
窯
址
周
辺
地
域
と
朝

鮮
半
島
と
の
強
い
関
係
を
示
唆
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
（
木
下

２
０
１
４
）。
二
重
𤭯
と
渡
来
系
の
資
料
と
の
関
わ
り
は
、
以
前
に
も
述

べ
た
が
（
光
江
２
０
１
４
）、
こ
れ
と
亀
田
修
一
の
論
考
（
１
９
９
４
・

２
０
２
０
）
を
参
考
に
作
成
し
た
の
が
第
２
表
で
あ
る（

（1
（

。
こ
の
表
か
ら
も

明
ら
か
な
よ
う
に
、
両
者
に
は
関
連
性
が
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
含
め
て
考
え
る
と
二
重
𤭯
は
、
渡
来
系
氏
族
が
葬
送
の
際
に

〝
音
〟
を
重
視
す
る
故
地
で
の
習
俗
を
体
現
す
る
た
め
に
、
葬
送
儀
礼
の

中
で
液
体（
酒
？
）を
注
ぐ
た
め
の〝
𤭯
〟と
招
魂
の
た
め
に
鳴
ら
す〝
鈴
〟

と
を
合
体
さ
せ
た
器
物
と
し
て
生
み
出
し
、
音
が
鳴
る
酒
器
と
し
て
用
い

た
も
の
と
考
え
る
。
岩
清
水
ス
ゲ
谷
古
墳
［
29
］
例
で
は
、
内
側
と
外
側

の
体
部
の
間
に
土
玉
３
個
が
認
め
ら
れ
、
振
る
と
音
が
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
黒
井
峯
遺
跡
［
12
］、
南
郷
遺
跡
群
多
田
遺
跡
［
28
］、



二重𤭯について（補遺）─ 33 ─

福
田
遺
跡
［
34
］
も
鈴
の
機
能
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
入

手
に
あ
た
っ
て
は
、
須
恵
器
製
作
集
団
に
製
作
を
依
頼
し
、
焼
成
し
て
出

来
上
が
っ
た
製
品
を
古
墳
に
埋
納
し
た
も
の
と
想
定
す
る
。
ま
た
、
二
重

𤭯
を
用
い
る
際
に
、
東
日
本
で
は
古
墳
に
埋
納
す
る
よ
り
も
、
集
落
（
住

居
址
）
内
の
マ
ツ
リ
の
場
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

時
期
は
、
古
式
の
Ａ
群
（
５
世
紀
前
半
）-

塚
山
南
古
墳
［
４
・
５
］、

黒
井
峯
遺
跡
［
12
］、
金
鎧
山
古
墳
［
13
］、
鳥
羽
山
洞
窟
［
16
］、
西
大

門
遺
跡［
19
］、神
前
山
１
号
墳［
21
］、平
城
京
跡［
26
］、三
輪
山
麓［
27
］、

南
郷
遺
跡
群
多
田
遺
跡
［
28
］、
金
井
東
裏
遺
跡
［
63
］
と
、
新
式
の
Ｂ

群
（
６
世
紀
代
）-

丸
山
塚
古
墳
［
18
・
67
］、
岩
清
水
ス
ゲ
谷
古
墳
［
29
］、

寺
口
忍
海
古
墳
群
Ｈ-

24
号
墳
［
31
］、
福
田
遺
跡
［
34
］、
井
ノ
内
稲
荷

塚
古
墳
［
69
］、
東
野
10
号
墳
［
74
］
の
二
群
に
大
別
さ
れ
る
が
、「
多
窓

の
も
の
が
型
式
的
に
先
行
す
る（

（1
（

」
と
も
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
透
孔
の
粗

密
や
透
孔
配
置
の
省
略
化
に
注
目
す
る
視
点
も
あ
る
が（

（1
（

、
６
世
紀
中
頃
に

位
置
付
け
ら
れ
る
福
井
：
丸
山
塚
古
墳
［
18
・
67
］
を
み
る
と
、
多
窓
・

密
な
透
孔
を
も
っ
て
古
く
位
置
づ
け
る
こ
と
は
必
ず
し
も
首
肯
は
で
き
な

い
。
Ａ
群
と
Ｂ
群
の
時
間
差
は
、
渡
来
系
氏
族
が
製
作
を
依
頼
す
る
段
階

が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
日
本
に
渡
来
し
た
時
期
に
よ
る

違
い
を
表
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
渡
来
系
氏
族
に
は
、
朝
鮮
半
島
で
の
動

乱
を
逃
れ
て
、倭
国
に
渡
っ
た
人
々
も
数
多
く
含
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
、

そ
の
時
々
の
朝
鮮
半
島
の
状
況
が
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

二
重
𤭯
は
、
第
２
表
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
渡
来
系
氏
族
と
の
関
連
を

窺
わ
せ
る
。
奈
良
・
布
留
遺
跡
の
三
島
（
里
中
）
地
区
［
72
］
で
も
、
渡

来
系
氏
族
に
よ
る
馬
匹
生
産
が
想
定
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
、
鈴
付
遺
物
で

あ
る
鈴
鏡
出
土
が
集
中（

（1
（

す
る
東
日
本
（
東
山
道
地
域
）
で
は
、
渡
来
系
氏

族
と
馬
匹
生
産
に
関
連
づ
け
る
こ
と
が
多
い
が
、
鈴
鏡
の
存
在
を
全
て
馬

匹
生
産
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い（

（1
（

。

　

今
後
は
、
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
〝
鈴
の
音
〟
を
葬
送
に
用
い
る
儀
礼
が

存
在
し
た
か
ど
う
か
も
含
め
て
検
証
し
、
鈴
の
ほ
か
鈴
付
土
器
・
鈴
付
馬

具
・
鈴
付
刀
装
具
な
ど
各
種
鈴
付
遺
物
の
分
布
の
在
り
方
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
５
～
６
世
紀
の
倭
国
と
朝
鮮
半
島
情
勢
と
の
関
連
を
見
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

な
お
、
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
次
の
方
々
か
ら
資
料
の
検
討
及
び
収

集
に
際
し
御
協
力
や
御
助
言
を
賜
っ
た
。
末
尾
な
が
ら
、
記
し
て
感
謝
の

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

袖
ケ
浦
市
中
央
図
書
館
・（
公
財
）
千
葉
県
教
育
振
興
財
団
図
書
室
・（
財
）

長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
・
石
坂
泰
士
（
橿
原
市
教
育
委
員
会
）・

井
出
耕
二
・
入
江
文
敏
・
内
山
敏
行
（（
公
財
）
と
ち
ぎ
未
来
づ
く
り
財

団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）・
大
野
左
千
夫
・
桜
岡
正
信
（（
公
財
）
群
馬

県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
）・
神
啓
崇
（
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
課
）・
助
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川
諒
（
袖
ケ
浦
市
教
育
委
員
会
）�

（
敬
称
略
）

　

最
後
で
は
あ
る
が
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
、（
公
財
）
と
ち
ぎ
未
来
づ

く
り
財
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
在
職
中
に
亡
く
な
っ
た
田
代
隆
氏
に

は
、
二
重
𤭯
の
資
料
収
集
を
始
め
、
大
学
在
学
中
か
ら
一
方
な
ら
ぬ
お
世

話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
、
こ
れ
ま
で
の
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

拙
稿
を
御
仏
前
に
捧
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。

［
註
］

（
１
）	

光
江
２
０
１
４　

大
場
磐
雄
『
樂
石
雑
筆
』
の
記
述
を
参
考
に
、
二
重
𤭯
の
集
成

と
分
析
を
行
っ
た
。

（
２
）	［　

］
内
の
番
号
は
、（
光
江
２
０
１
４
）
の
第
６
～
８
図
で
用
い
た
番
号
と
同
様

で
あ
る
。
以
下
、
同
じ
。

（
３
）	

山
内
１
９
９
５

（
４
）	

鈴
付
土
器
は
、
57
点
確
認
さ
れ
て
い
る
。
分
布
は
、
南
関
東
地
方
（
千
葉
）
か
ら

九
州
地
方
南
部
（
熊
本
）
に
及
よ
ぶ
。
鈴
付
土
器
の
中
に
二
重
𤭯
を
含
む
考
え
方

も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
別
に
扱
う
こ
と
と
し
た
い
。

（
５
）	

佐
藤
２
０
１
４
で
は
、
写
真
図
版
68
で
［
64
］
と
［
65
］
が
接
合
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）	

乙
植
木
２
号
墳
［
57
：
福
岡
］　

石
山
他
１
９
７
７　

P.20

で
は
、
二
重
𤭯
と
し

て
い
る
。

（
７
）	

都
出
１
９
８
３　

P.162

（
８
）	

平
良
１
９
８
６　

P.543

（
９
）	

石
坂
泰
士
氏
（
橿
原
市
教
育
委
員
会
）
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
10
）	

こ
こ
で
は
、
特
殊
須
恵
器
の
中
に
鈴
付
土
器
を
含
め
る
。

（
11
）	

鈴
付
土
器
─�

久
居
４
号
窯
址
（
三
重
）：
１
箇
所
１
点

	

角
坏
─�

興
道
寺
窯
址
（
福
井
）・
赤
根
川
金
ヶ
崎
窯
址
（
兵
庫
）・
鏡
谷
窯
址
（
滋

賀
）：
３
箇
所
３
点

	

平
底
瓶
─�

辻
小
屋
東
窯
址
（
群
馬
）・
菅
ノ
沢
窯
址
（
群
馬
）・
入
宿
遺
跡
灰
原
（
群

馬
）・
桜
山
８
号
窯
址（
埼
玉
）・
林
タ
カ
ヤ
マ
窯
址（
石
川
）・
戸
津
六
ヶ

岡
窯
址
（
石
川
）・
桜
井
谷
２
─
17
窯
址
（
大
阪
）・
神
野
大
林
窯
址
（
兵

庫
）・
赤
根
川
金
ヶ
崎
窯
址
（
兵
庫
）・
寒
田
窯
址
（
岡
山
）
３
点
：
10

箇
所
12
点

	

三
足
土
器
─�

岩
崎
50
号
窯
址
（
愛
知
）・
林
オ
オ
カ
ミ
ダ
２
号
窯
址
（
石
川
）・
寒

田
窯
址
（
岡
山
）
３
点
・
小
田
浦
Ａ
地
点
１
号
窯
址
（
福
岡
）
５
点
・

中
通
Ｃ
窯
址
（
福
岡
）・
井
手
ヶ
浦
窯
址
（
福
岡
）
３
点
・
天
観
寺

窯
址
（
福
岡
）
２
点
：
７
箇
所
16
点

	

革
袋
形
土
器
─�

茶
臼
山
東
１
号
窯
跡（
福
岡
）・
鞍
投
窯
址（
福
岡
）：
２
箇
所
２
点

	

特
殊
扁
壷
─�

衣
原
窯
址（
静
岡
）
２
点
・
寒
田
窯
址（
岡
山
）
４
点
：
２
箇
所
６
点

（
12
）	

数
人
の
方
を
通
じ
て
、
韓
国
の
研
究
者
に
問
い
合
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
朝
鮮

半
島
で
は
二
重
𤭯
の
出
土
は
認
め
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
13
）	

光
江
２
０
１
４　

Ａ
群
（
５
世
紀
前
半
）
と
Ｂ
群
（
６
世
紀
代
）
に
、
二
分
さ
れ

る
。

（
14
）	

右
島
２
０
１
９　

P.236

で
は
、
東
北
の
渡
来
系
遺
跡
と
し
て
、
南
小
泉
遺
跡
第

30
次
調
査
出
土
の
二
重
𤭯
［
２
］
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
15
）	

木
下
２
０
１
１　

P.231

（
16
）	

註
（
14
）
に
同
じ
。

（
17
）	

中
久
保
２
０
１
７

（
18
）	
全
国
で
確
認
さ
れ
て
い
る
鈴
鏡
181
面
の
う
ち
、
東
山
道
（
長
野
：
18
面
・
群
馬
：

23
面
）
で
は
41
面
（
22.6
％
）
が
、
出
土
し
て
い
る
。



二重𤭯について（補遺）─ 35 ─
（
19
）	

愛
媛
県
で
は
、
９
面
（
5.0
％
）
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
馬

匹
生
産
と
関
連
す
る
と
は
想
定
で
き
ず
、
別
の
要
因
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
（
光

江
２
０
２
２
）。

【
資
料
参
考
文
献
】

［
61
・
62
］
南
小
泉
遺
跡
第
67
次
調
査

水
上
匡
彦
・
横
井
奏　

２
０
１
４
『
南
小
泉
遺
跡　

第
67
次
発
掘
調
査
報
告
書
』
仙
台

市
教
育
委
員
会

［
63
］
金
井
東
裏
遺
跡

杉
山
秀
宏
・
大
木
伸
一
郎
・
宮
下
寛
・
石
田
真
・
田
中
良
之
・
米
本
史
織
・
舟
橋
京
子
・

米
田
穣　

２
０
１
９
『
金
井
東
裏
遺
跡
《
古
墳
時
代
編
》
本
文
編
２
』（
公
財
）
群
馬

県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

［
64
・
65
・
66
］
奥
の
山
古
墳

佐
藤
康
二　

２
０
１
４
『
史
跡
埼
玉
古
墳
群
奥
の
山
古
墳
：
発
掘
調
査
・
保
存
整
備
事

業
報
告
書
』
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
史
跡
の
博
物
館

［
67
］
丸
山
塚
古
墳

橋
本
英
将
・
青
木
敬　

２
０
０
４
「
Ⅴ 

附
編　

丸
山
塚
古
墳
出
土
の
須
恵
器
」『
市
場

古
墳
』
上
中
町
教
育
委
員
会

［
68
］
石
薬
師
東
古
墳
群
71
号
墳

服
部
芳
人
・
船
越
重
伸　

２
０
０
０
『
石
薬
師
東
古
墳
群
・
石
薬
師
東
遺
跡
』
三
重
県

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

［
69
］
井
ノ
内
稲
荷
塚
古
墳

大
阪
大
学
稲
荷
塚
古
墳
発
掘
調
査
団　

１
９
９
６
『
長
岡
京
に
お
け
る
後
期
古
墳
の
調

査
』
大
阪
大
学
稲
荷
塚
古
墳
発
掘
調
査
団

［
70
］
雲
宮
遺
跡

山
本
輝
雄　

１
９
９
９
「
左
京
第
414
次
（
７
Ｎ
Ｍ
Ｔ
Ｄ-

５
地
区
）
調
査
略
報
『
長
岡

京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
年
報　

平
成
９
年
度
』
巻
頭
図
版
三
（
２
）、pp.176-
181

（
財
）
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

［
71
］
南
条
３
号
墳

都
出
比
呂
志　

１
９
８
３
「
五
世
紀
に
お
け
る
古
墳
の
様
相
」『
向
日
市
史
』
上
巻　

pp.160-162

・P.161

平
良
泰
久　

１
９
８
６
「
乙
訓
の
初
期
須
恵
器
」『
長
岡
京
古
文
化
論
叢
』pp.541-

558

、
論
文
のP.543

［
72
］
布
留
遺
跡

山
内
紀
嗣　

１
９
９
５
『
布
留
遺
跡
三
島
（
里
中
）
地
区
発
掘
調
査
報
告
書
』
埋
蔵
文

化
財
天
理
教
調
査
団

［
73
］
新
堂
遺
跡

田
原
明
世　

２
０
１
４
「
Ⅴ 

普
及
啓
発
事
業
」『
平
成
24
年
度
［
２
０
１
２
年
度
］
橿

原
市
文
化
財
調
査
年
報
』
橿
原
市
教
育
委
員
会

［
74
］
東
野
10
号
墳

阪
本
安
光　

１
９
７
９
『
東
野
遺
跡
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
』
愛
媛
県
教
育
委

員
会

［
75
］
上
高
橋
高
田
遺
跡

前
田
軍
治　

１
９
９
２
『
上
高
橋
高
田
遺
跡
１　

第
１
次
調
査
区
発
掘
調
査
概
報
』
熊

本
市
教
育
委
員
会

前
田
軍
治　

１
９
９
４
『
企
画
展
図
録
４
：
器
は
語
る 

須
恵
器
の
美
と
技
と
』
熊
本
県

立
装
飾
古
墳
館

【
参
考
文
献
】（
五
〇
音
順
）

石
山
勲
編　

１
９
７
７
『
九
州
縦
貫
自
動
車
道
関
係
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
』
Ⅹ
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亀
田
修
一　

１
９
９
４
「
考
古
学
か
ら
見
た
渡
来
人
」『
古
文
化
談
叢
』
第
30
号　

pp.747-778　

古
文
化
談
叢
会

亀
田
修
一　

２
０
２
０
「
列
島
各
地
の
渡
来
系
文
化
・
渡
来
人-

半
島
・
大
陸
と
の
往
来
」

『
渡
来
系
移
民
』pp.143-200　

岩
波
書
店

岸
本
雅
敏　

１
９
７
５
「
装
飾
付
須
恵
器
と
首
長
墓
」『
考
古
学
研
究
』
第
22
巻
第
１
号

（
第
84
号
）pp.34-59

木
下　

亘　

２
０
１
０
「
日
本
列
島
出
土
の
角
坏
を
め
ぐ
っ
て
」『
椙
山
林
継
先
生
古
希

記
念
論
集　

日
本
基
層
文
化
論
叢
』pp.127-136　

雄
山
閣
出
版

木
下　

亘　

２
０
１
１
「
日
本
列
島
出
土
須
恵
器
𤭯
の
変
遷
と
そ
の
特
徴
」『
有
孔
小
壺　

～
古
代
人
の
願
い
と
誓
い
が
込
め
ら
れ
た
神
聖
な
土
器
～
』pp.226-247　

国
立
光

州
博
物
館
・（
財
）
大
韓
文
化
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
編

新
庄
町
教
育
委
員
会　

１
９
８
８
『
忍
海
寺
口
古
墳
群
』
新
庄
町
教
育
委
員
会

都
出
比
呂
志　

１
９
８
３
「
五
世
紀
に
お
け
る
古
墳
の
様
相
」『
向
日
市
史
』
上
巻　

pp.160-162　

向
日
市

柴
垣
勇
夫　

１
９
８
７
「
特
殊
須
恵
器
の
器
種
と
分
布
」『
愛
知
県
陶
磁
資
料
館
研
究
紀

要
』
６　

pp.11-26　

愛
知
県
陶
磁
資
料
館

中
久
保
辰
夫　

２
０
１
７
「
第
４
章
古
墳
時
代
中
央
政
権
の
質
的
変
化
と
生
産
組
織　

１ 

手
工
業
生
産
遺
跡
を
め
ぐ
る
近
年
の
研
究
動
向
」『
日
本
古
代
国
家
の
形
成
過
程

と
対
外
交
流
』P.183

野
末
裕
之　

１
９
９
５
「
特
殊
須
恵
器
の
器
種
と
特
徴
」『
古
代
の
造
形
美
装
飾
須
恵
器

展
』pp.73-77　

愛
知
県
陶
磁
資
料
館

藤
野
一
之　

２
０
１
９
『
関
東
地
方
に
お
け
る
古
墳
時
代
須
恵
器
の
研
究
』

右
島
和
夫
編　

２
０
１
９
『
馬
の
考
古
学
』
雄
山
閣

光
江　

章　

２
０
１
４
「
千
葉
県
香
取
出
土
の
二
重
𤭯　

─
大
場
磐
雄
著
『
樂
石
雑
筆
』

よ
り
─
」『
國
學
院
雑
誌
』
第
115
巻　

第
１
号　

pp.1-19　

國
學
院
大
學

光
江　

章　

２
０
２
２
「
愛
媛
県
の
鈴
鏡　

─
西
条
市
甲
賀
原
古
墳
群
の
鈴
鏡
を
端
緒

と
し
て
─
」『
愛
媛
考
古
学
』
第
26
号　

pp.81-98　

愛
媛
考
古
学
協
会

山
田
邦
和　

１
９
９
８
『
須
恵
器
生
産
の
研
究
』
学
生
社

山
田
光
洋　

１
９
９
８
『
楽
器
の
考
古
学
』
同
成
社


